
 

＜研究テーマ＞ 

遊びに生きる子どもを育む 
〜遊びの育ちを追いながら〜 

 

 

 

日々の記録や実践事例、園内研修会で、遊

びの経過や遊んでいる子どもの姿を具体的に

記録しました。 

 子どもが遊びの中で「楽しさ」や「おもし

ろさ」を感じている姿を捉えたり、遊びが広

がったり、深まったりした要因を探ったりし

ました。 

子どもの遊びの姿 

から・・・ 

 

 園生活では様々な子どもの遊びの姿があります。すべて子どもにとっては遊びです。子どもの遊ぶ

姿を受け止め、見守ることで、園生活を安心して送り、遊びを存分に楽しむことができると考えていま

す。その中でも、幼稚園という集団生活の中では、人やものとの関わりの中で、広がったり、深まった

りしていく遊びを支えていきたいと考えました。 

子どもの遊んでいる姿ってどんな姿？ 

１年次の研究の取り組み 

 

 

遊びの経過や、遊んでいる子どもの姿を読

み取るためには、日々の記録が大切であるこ

とを話し合い、遊びの中での具体的な姿を

「マップ型記録」に記録することにしまし

た。また、「楽しさ」や「おもしろさ」を感

じていること、翌日の環境構成や教師の援助

などを記載することで、記録したことを明日

の保育につなげられるように工夫しました。 

遊びを読み取るための 

記録の検討 

 

 日々の保育や実践事例をもとにしながら、「遊びに生きる子ども」とは、どのような姿かを話し

合いました。その中で、「興味・関心をもち自分から関わる姿」「繰り返し遊ぶ姿」「試行錯誤し

ながら関わる姿」「夢中になって関わる姿」「友達と関わり合う姿」「目的をもって関わる姿」

「課題を解決しようとする姿」以上のような、遊びの中で見られる子どもたちの姿を大切にしてい

きたいと考えました。また、遊びの中で得たこと、体験したこと、学んだことを次の生活に生かそ

うとする姿を大切にすることで、遊びに生きる子どもを育むことにつながるのではないかと考えま

した。 

 

遊びに生きる子どもの姿とは？ 

 

保育の中で教師はどのよう

に瞬時に援助の方法を考え

行っているのだろう？ 
 

 

教師の内面の動きを 

可視化できるような記録の

とり方を考え直そう 

２年次の研究の進め方について考えよう 

2年次の研究の取り組み 

保育についてみんなで 

語り合える機会をつくろう 

 
 

遊びに生きる子どもの姿って 

具体的にどんな姿だろう？ 

 

遊びが広がったり深まったりするため

の教師の援助や環境構成の 
在り方に視点を置いて 

遊びを通して子どもの育ちを

追っていこう 
教師の援助や環境構成に

よって遊びがどのように

変容したのかを捉えよう 

・遊びの中で子どもたちが、その遊びの何に楽しさや

おもしろさを感じているのかを捉えて記録する。 

・教師の心の動きや考え、願いを明記し、どのような援

助や環境構成を行ったのかを具体的に記録する。 

・教師の援助や環境構成によって遊びや子どもの姿

が、どのように変容したのか考察し記録する。 

日々の記録 園内研修会 

・教師が遊びの中で子どもと関わっている様子を

中心に動画で撮影し、共通の場面を捉えながら、

子どもの姿の読み取りや、教師の援助や環境構

成について話し合い、見直していく。 

・大学の先生方に保育を見ていただいたり、研究

の取り組みを聞いていただいたりして、様々な

視点からの意見をもとに研究を深める。 

 

実践事例検討 保育の話し合い 

保育内容の発信 

保育実践 

・遊びが広がったり深まったりした要因

を、教師の援助や環境構成に視点を当

て具体的に記録する。 

・遊びが広がったり深まったりしなかっ

た事例も記録し、その要因を探ったり、

援助や環境構成の在り方を捉え直す。 

・子どもの姿や遊びの様子、教師の思い

や悩みなどを語り合う機会をもつ。 

・保育室や園庭の環境を教師みんなで

見合いながら共有したり、気付いた

ことを伝え合ったりして環境を再構

成していく。 

・運動会、展覧会、発表会などの行事に至るまでの日々の遊びの積み重ねや、保育のねらい、子どもの成

長の様子などを写真や子どもの言葉などを用いてドキュメンテーションを作成し、保護者に向けて発信

する。 

・作成する中で保育を振り返り、遊びの中での子どもの育ちを捉えるようにする。 



  遊びに生きる子どもの姿（１年次） 

 

 

 

 

2020年度 ４歳児 森組 １１月１３日（金）                  日案                       予想天気（雨時々曇り） 

ねらい 
○自分の思いを言葉で伝えたり、相手の思いを聞いたりしながら、友達と一緒に遊ぶことを楽しむ。 

○物の始末を丁寧にする。 

時間 一日の生活の流れ 遊び  ▲教師の援助、環境構成 ・遊びの姿     遊びの中で行った教師の援助、環境構成 ○考察（教師の援助、環境構成によってどのように遊びが広がったり深まったりしたか） 

9:00?  

9:20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：30 

11:30 

 

13:00 

 

 

 

14:00 

○登園し、視診を受ける 

○持ち物の始末をする 

▲丁寧に物の始末ができるように、制

服のスナップボタンを留めて畳む

姿を認めたり、促したりする。 

◎好きな遊びをする 

・お家ごっこやお店屋さんごっ

こをする 

・素材を組み合わせてつくって

遊ぶ 

・ドングリ転がしをする 

・自然物で遊ぶ 

・乗り物に乗って遊ぶ 

・鬼遊びをする  など 

○片付ける 

○弁当を食べる 

○好きな遊びの続きをする 

○片付ける 

○降園準備をする 

○降園前のひと時を過ごす 

・今日の遊びのことを話す 

○降園する 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の様子 

・片付けでは、自分の遊んでいた場を片付ける幼児

の姿が見られる一方で、遊んでいた場から離れ、

片付ける様子がない幼児もいる。ドングリ転が

しの場では、教師が「何個集められるかな」と数

えながら拾うことで、「１０個集めた」など、た

くさん拾うことを楽しむ姿が見られた。ままご

との場は、片付けが終わった幼児も手伝ってく

れるように投げ掛けると、みんなで一緒に片付

けようとするようになった。 

・身支度では、週末の荷物の持ち帰りの日だが、何

を持ち帰るか把握することはまだ難しい様子で

ある。一人一人の実態に応じて声を掛けること

で、身支度を全て済ませることができた。 

▲ドーナツだけでなく、カップＨ児キをつくることができるような材料も新たに準備し、幼児の目に入りやすい
場に置いておく。 

▲幼児が遊び始めやすいように、必要な用具を同じ場所に集めておく。 
▲教師もお客さんになることで、幼児がお客さんとのやりとりを楽しめるようにする。 
・Ａ児、Ｂ児が教師がつくって置いていたカップＨ児キを見て、「私もつくりたい」と話す。教師がつくり方を知
らせると、繰り返し何個もつくり始める。身支度を終えたＣ児、Ｅ児、Ｄ児、Ｆ児もやってきて一緒につくり
始める。Ｆ児は新しく出ていたリボンに気が付き、「キラキラのリボンがある！」と話す。教師が「トッピング
につかえそうだね」と話すと、カップケーキの飾りにする。 

・Ｇ児、Ｈ児、Ｉ児がドーナツ屋を始める。お客さんが少ない時には、教師がお客さんになり、お店屋さんとの
やり取りを楽しめるようにした。また、ままごとの場とも遊びを繋げたいと考え、ままごとの場で遊んでいる
幼児に「今、ドーナツ屋さんが空いているみたいよ」と話すと、幼児同士で「いらっしゃいませ」「ドーナツ１
つください」とやりとりをする姿が見られる。 

・ままごとの家では、ビニル袋のスカートを準備したことでＪ児たちがドレスに見立ててお姫様になって遊び始
める。 

〇これまではドーナツをつくって楽しんでいたが、カップケーキもつくって遊べるような材料を準備したことで、
よりつくりたいという思いをもつことにつながったと考えられる。 

○ままごとの場とドーナツ屋の場をつなげる声掛けをしたことで、お店屋さんとお客さんとのやりとりを楽しむ
姿につながったと考えられる。 

お家ごっこ、お店屋さんごっこをする 

 

素材を組み合わせてつくって遊ぶ 

 

ドングリ転がしをする 

 

自然物で遊ぶ 

 

▲昨日に引き続き、牛乳パックを長く繋げたものを出し、遊びの続きができるようにす
る。 

▲筒や箱を大きな段ボール箱の板と一緒に準備することで、いろいろなところに素材を
貼って遊ぶこと繋がる環境を準備する。 

▲どうして転がらないのか、幼児と一緒に考え、必要に応じて気付くきっかけをつくる
などする。 

・登園時、テラスにドングリ転がしを出していたが、興味をもつ幼児がいなかったため、
保育室で遊ぶことができる環境を整えた。教師からＪ児たち誘う。Ａ児も「入れて」
とやってくる。牛乳パックを２つ繋げてドングリを転がすと、ドングリが床に散らば
る。それを見たＩ児たちは「どうしよう」と考える。教師も自分たちで考えることが
楽しさに繋がるのではないかと思い、「どうしたらいいだろうね」と一緒に考える。Ｋ
児が「箱をもってきたらいいんじゃない」と話し、ティッシュの箱を持ってくる。Ｉ
児たちがドングリを転がすと、初めは箱に入ったが、量が多くなると箱から飛び出て
しまう。Ｌ児が「もっといっぱい繋げよう」と言い、たくさん箱を持って来て並べる
がうまくいかない。Ｋ児が「段ボールの箱がほしい」と言うので、教師が段ボールの
箱を出す。たくさんのドングリを一度に転がしても、全部箱の中に入ると「やった
ー！」と喜ぶ。その後も繰り返し、転がすことを楽しむ。 

○テラスに準備していた環境を、幼児の実態に応じて保育室に移動したことで、興味を
もつきっかけとなったと考えられる。 

〇教師は長く繋げることを楽しむと予想していたが、実際は転がしたドングリを大きな
箱に入れる遊びを楽しむ姿が見られた。その際、教師が幼児の遊びを受け止め、一緒
に考えたり喜んだりしたことで、より楽しむことに繋がったと考えられる。 

▲ドングリや落ち葉を拾って、ご馳走に見立てたり、集めることを楽しんだりできるように、お皿やコップなどを準備する。 
▲いろいろな実や葉っぱが落ちている場所を知らせることで、いろいろな自然物を使って遊ぶことができるようにする。 
・Ｂ児はドングリを拾い、カップにたくさん集め、違うカップで蓋をして大事に持っている。Ｂ児たちは砂場でお皿にごはんをつくり、ドングリで飾りつけをしている。 
○自然物を使って遊ぶ姿が見られたが、教師が充分に関わることができなかった。 

▲素材の種類が分かるように、表示をしておくことで、使いたいものを選んで組み合わ
せることができるようにする。 

▲幼児が自分の好きなものをつくる姿を認めることで、思い思いに表現する楽しさを感
じられるようにする。 

▲素材に応じた接着の仕方を考えられるように、投げ掛ける。 
・午後から、Ｇ児が「電車をつくりたい」と話す。以前つくり始めてすぐにやめていた
電車のことを思い出せるように、「前につくった電車があるよ」と段ボール箱を繋げた
ものを出す。りひと、しもん、だいきも一緒につくり始める。Ｃ児が「運転するとこ
ろをつくろう」と以前教師がつくったハンドルを持ってくるが、Ｇ児が「電車はハン
ドルじゃない」と話す。教師が「電車の運転するところはどんなところなの」と聞く
と、「レバーがあるんだよ」と身振りをつけながら話す。消防車づくりでは、教師がハ
ンドルをつくったが、今回は自分たちでつくってほしいと思い、「どうやってつくろう
か」と投げ掛ける。Ｇ児は「トイレットペーパーの芯でつくったらいいんじゃないか
なと話し、素材置き場から持ってくる。教師は接着しやすいように支えながら、幼児
自身がつくることができるようにする。Ｅ児は「ボタンをいっぱい付けたいな」と話
す教師は「いいね。何でつくろう」と話すと、ペットボトルのキャップをたくさん持
ってきて張り付ける。Ｃ児がタイヤをつくろうと、まだビニルテープが残っている筒
を接着しようとしているので、「テープがなくなったのを使おう」とテープの芯をたく
さん出す。するとタイヤに見立てて張り付ける。その後もクレパスで色を塗ったりし
ながら遊ぶ。 

〇つくりたいものはどのようなものか、具体的に話すことができるように、言葉掛けや、
つくりたいもののイメージに合うような素材を考えるきっかけをつくったり、材料を
新たに出したりすることで、いろいろな素材を使ってつくる楽しさに繋がったと考え
られる。 

鬼遊びをする 

 ▲逃げる幼児、鬼になる幼児を決める際には、それぞれが自分の
したい方を言葉で伝えることができるように促す。 

▲同じルールで遊ぶことができるように、必要に応じて幼児を集
めてルールを話し合う機会をもつようにする。 

▲教師も一緒に鬼遊びをしながら、思い切り走ったり、瞬時に避
けたりする姿を見せることで、思い切り走る心地よさや、追い
かけたり、追いかけられたりする楽しさを感じられるようにす
る。 

・園庭で鬼遊びが始まっている様子が見られないため、教師がＨ
児たちに「鬼遊びしよう」と投げ掛けると「氷鬼する」と集ま
ってくる。「僕は鬼する」「僕は逃げる」と役割を決める。鬼が多
い様子から、「鬼が多いけどいいの」と投げ掛けると、しもんが
「僕逃げる」と役割を変える。幼児が教師ばかりを追いかけ始
めると、他の幼児も追いかけてほしいと考え、鬼につかまって
固まる。すると、教師を助けようと逃げている幼児が走って来
たり、その幼児を追いかけたりし始める。また、逃げている幼
児が多いところに逃げることで、逃げる幼児と鬼の幼児が出会
うようにすることで、鬼が来ないと思っていた幼児も一斉に逃
げ始める。 

○意図的に逃げる場所を考えたり、捕まったりすることで、追い
かけたり、追いかけられたりすることを楽しむことに繋がった
と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 遊びに生きる子どもの姿が到達

点に見えるのではないか。 

 次に生かそうとする姿は短期的

に見えるのではないか。 

 遊びの中で見られる姿が、いつも全ての姿

が見られるように見える。 

 螺旋の矢印は一人の子どもの育ちを示して

いるのではないか。 

 遊びは人やものなどの環境と関わる時に生まれると考えます。その遊びが広がったり深まったりして

いく中で、「興味・関心をもち自分から関わる姿」「繰り返し遊ぶ姿」「試行錯誤しながら関わる姿」「夢

中になって関わる姿」「友達と関わり合う姿」「目的をもって関わる姿」「課題を解決しようとする姿」な

ど、様々な姿が育まれます。遊びの中で育まれた姿が今後の生活に生きてくるという体験を繰り返すこ

とで、「遊びに生きる子ども」も少しずつ育まれていくのではないかと考えました。 

〜１年次の図を振り返って〜 

遊びが 
広がったり 
深まったり 

 

遊び 
 

課題を解決しよう

とする姿 

 

友達と関わり合う姿 

 

目的をもって 
関わる姿 

 

繰り返し遊ぶ姿 

 
興味・関心をもち 
自分から関わる姿 

 

夢中になって関わる姿 

 

試行錯誤しながら 
関わる姿 

 

人 もの 

遊びに生きる 

子ども 
広がったり 

深まったりする 
遊び 

広がったり 
深まったりする 

遊び 

人 もの 

一人の 
子どもの育ち 

 遊びの中で育
まれた「課題を
解決しようとす
る姿」「夢中に
なって関わる
姿」・・・など
が今後の生活に
生きてくると考
えられる。 

今後に生きてくる姿 

日々の保育についての話し合い 

 子どもたちの遊びの育ちを支えていくために、環境構成や教師の援助の在り方に視点をあて、日々の保育
について話し合いました。その中で、それぞれの教師が援助や環境構成を行う時の内面の動き(選択肢や迷い
など)を具体的に挙げ、教師の思いや願いを言語化することで、どのように遊びが広がったり深まったりした
のかを考えました。また、保育後に教師間で遊びの場を見て回り、環境について話し合いました。 

 

 

 

～水遊びの環境を見ての話し合いから～ 

 

 同じ遊びでも、年齢によって楽しさを

感じているところ、教師の願いは違うよ

ね。願いに添った環境を構成することが

大事だよね。 

 
 泡と色水の場が近いな。離した

ほうがそれぞれの遊びが広がるん

じゃないかな？ 

 

 今は泡をつくることを存分に

楽しんでいるね。泡に色をつけ

ることを楽しめるようにするの

は、もう少し遊びが深まってか

らにしよう。 

教師の援助や環境構成が具体的に分かる記録の検討 

 
▲：前日の子どもの姿を見て考えた教師の援助や環境構成 

 

 
    ：遊びの中で子どもの姿に応じて行った教師の援助、環境構成 

 

 
 ○：考察（教師の援助、環境構成によってどのように遊びが広がったり深まったりしたか） 

 教師の心の動きや援助が分かるように、保育の中での教師の援助や環境構成をより具体的な言葉で記入

し、波線を引きました。教師の援助や環境構成から、どのように遊びが広がったり、深まったりしたのか

を考察することで、記録したことを明日の保育へとつなげられるように工夫をしました。 

 

実践事例の検討 

遊びが広がったり、深まったりした要因を教師の援助や環境構成に視点 

をあて、探りました。例えば、同じ「言葉掛け」という援助について、３ 

歳児は「ヒントとなる具体的な言葉掛け」４歳児は「子どもの実態を把握 

するような言葉掛け」５歳児は「遊びの方向性が徐々に定まっていく言葉 

掛け」のように、各学年によって、教師の言葉掛けの内容が変わってくる 

ことが分かりました。 

全学年で共通する援助・環境 

・楽しさや面白さを感じている点を読み取る 

・子どもの実態を把握し、環境を再構成する 

 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

援助 ・遊びだそうとしているタイミングを見計ら

う 

・遊びが停滞している時に変化が生まれるよ

うな誘い掛け 

・子どもの言葉の復唱 

・遊び方や使い方の提示（きっかけづくり） 

・ものに関わる時間の保障 

・ヒントとなる具体的な言葉掛け 

・他学年への気付きの促し 

・教師や友達と考える機会をもつ 

・子どもの実態を把握するような言葉掛け 

・子どもがどうするか見守る 

・子どもが自分で考えることができるような言

葉掛け 

・子どもの気付きを促す言葉掛け 

・周りの子どもたちが気付けるような言葉掛け 

・遊びに必要な役割を担う 

・道具の特性を生かせるようなタイミングを見

計らう 

・遊びの方向性が徐々に定まっていく言葉掛け 

・気付きや思いを周りの子どもに知らせたり、 

伝えたりするための言葉掛け 

・遊びの方向性を整理したり、確認したりする 

機会をもつ 

・遊びに必要な道具を見つけ出せるような行動 

・子どもがつくってみたいと思えるようなもの

を教師がつくって見せる 

・道具の使い方のコツを知らせる 

環境 ・気持ちを発散して遊べる場（砂や水の感触） 

・目新しいもの 

・十分な数のもの 

・自分たちで形を変えられるもの 

・何にでも見立てられるもの 

・すぐに調べることができるような場 

・目に付きやすいところに置く 

・継続して遊ぶことができるような掲示 

・扱いやすく、量が十分にある道具 

・量を調節しやすい道具 

・いろいろな楽しさや面白さが感じられる場 

・後で見返すことができ、次につながる場 

・自分で予想し、試すことができる場 

 

遊びが広がったり深まったりした要因（１学期の事例より）〜教師の援助や環境構成に視点を当てて〜 

話し合ったことから、環境の再構成を行い、 

保育につなげていきました。 

研究の内容 遊びに生きる子どもの姿とは？ 



 

遊びの育ちを追って（３歳児） 

 

 

 

ものに 

新しい遊具を好きな遊びに取り入れて遊ぶ姿を通して（Ⅱ期） 

遊びが広がったり深まったりした 
教師の援助と環境構成 

・遊び方や使い方の提示 
・ものに関わる時間の保障 
・ヒントとなる具体的な言葉掛け 
・目新しいもの 
・何にでも見立てられるもの 
・自分たちで形を変えられるもの 
・十分な数のもの 

・坂道をつくるための

具体的な方法（向

き）を知らせる 

   
子どもが遊びの楽しさ、おもしろさを

感じている姿を子どもの言葉で 

 

教師の思い・願い 環境構成・再構成・教師の援助 

それぞれが自分の

好きな遊びに遊具を

取り入れて遊ぶこと

を楽しみ始めている

ので、遊具で遊ぶ楽

しさを充分に感じる

ことができるように

しよう。 

・遊具の数を増やす 

自分で新しい遊び方を考えて遊ぼうとしてい

るが、遊具の扱い方が分かるほど関わっていな

いので、子どもだけで考えることはまだ難しい

ようだ。教師が方法を知らせることで遊びを継

続してほしい。 

遊びが広がったり深まったりした要因を探る 

 遊びの育ちの捉え 

ごちそうもってきたよ。

いっぱい、いれよう 

 自分の空間をつくって遊ぶことをより楽しめるよう

に、大きさや形を変えられる遊具を置いてみよう。 

ここ、お家やねん。 

一緒に入ろう 

真っ直ぐにならないね。 

どうすればいいかな？ 

坂道も 

つくろう 

見て、道ができた 

高速道路だよ 

門になったよ 

自分のつくり

たいものをつく

ろうとする姿を

支えるために、教

師がヒントを出

すことで、自分で

つくる喜びを感

じられるように

しよう。 

もっと、高くしよう。 

どうしたらいいかな？ 

わー、（車が）走った 

ソフトフープを使った遊びを通して（Ⅲ期） 

・転がしたり回したりして存分に楽しめるよう、広い場所に

ソフトフープをたくさん用意しておく 

・教師も一緒に遊びながら、転がるおもしろさに共感した

り、もう一度やってみようとする意欲を高められるような

声掛けをしたりする 

広い場に豊富な数のソフトフープを用意することで、遊

び出すきっかけになるといいな。何度も転がしたり追いか

けたりしながら、繰り返し遊ぶ楽しさを味わってほしい。 

どこまで転が 

るかな？ 

見てて！ 

５個転がせるよ 

おもしろそう！ 

僕は３個で 

やってみよう 

・子どもが考えたことを認め

教師も一緒にやってみる 

 

B 児の考えた遊びを教師が一緒に楽

しむことで、自分の思いを出しながら遊

ぶ楽しさを味わってほしい。また、周り

の子どもにも友達の姿に気付いたり、興

味をもったりできるようにしたい。 

 子どもが考えた遊びを認め、教

師も一緒にやってみることで友達

のしている遊びに興味をもつきっ

かけとなり、一つずつ転がしてい

たのが、友達の真似をして複数の

ソフトフープを転がす遊びに変わ

っていった。 

友達がしている遊びに興味をもち

始めているようだな。日頃は一人で遊

ぶことが多い A 児も誘い掛けて一緒

に遊ぶきっかけをつくってみよう。 

・周りの子どもにも聞こえるような声で話し、同じ遊びを

している友達に興味をもてるようにする 

・教師が間に入って遊びに誘い掛け一緒に遊ぶきっかけを

つくる 

 教師が B児の考えを受け止め、周りの子どもたちを誘い掛

け一緒に遊ぶきっかけをつくったことで、友達とタイミング

を合わせてソフトフープを転がす遊びへとつながった。 

みんなで一緒 

に転がそう！ 

ジャンプ 

してみよう 

遊びが広がったり深まったりした教師の援助と環境構成 

・じっくり遊べるような広い場と時間の保障 

・友達と一緒に遊べる豊富な数のソフトフープ 

・一緒に遊びながら楽しさに共感したり考えを受け止めたり 

する教師の関わり 

・友達のおもしろそうな遊びを知らせる言葉掛け 

・友達と一緒に遊ぶきっかけとなる教師の関わり 

ここまで 

行けた 

 ソフトフープを使って繰り返し遊ぶ時間

を保障することで、ソフトフープを跳んだ

り、並べ方を変えたりして、いろいろな遊び

をやってみようとするようになった。 

・登園時、子どもの目につきやすいと

ころに牛乳パック（12本）をガム

テープでつないだものを３つ並べて

円形の囲いをつくって置いておく 

何にでも見立てら

れる遊具を用意した

ことで、ミニカーで遊

ぶ時に使う道に見立

てることができ、自分

で道をつくって遊ぶ

ようになった。 

教師が具体的な言

葉掛けをしたことで、

遊具の特性（形を変え

られる、積める）を生

かして、自分の遊びに

取り入れて遊ぶよう

になった。 

・傾斜を付ける時に

必要な条件を知

らせる。 



遊びの育ちを追って（４歳児） 

 

   
子どもが遊びの楽しさ、おもしろさを

感じている姿を子どもの言葉で 

 

教師の思い・願い 環境構成・再構成・教師の援助 

・いつでもダ

ンスの遊び

ができるよ

うに、テラス

に CD デッ

キを置いて

おく 

ダンスの遊びを通して（Ⅲ期） 

 遊びの育ちの捉え 

みんなで一緒に

踊る活動を取り入

れることで、ダン

スが好きな遊びに

なるといいな。 

好きな遊

びの時間に

も、ダンス

を踊る楽し

さを感じて

ほしいな。 

初めて出した場なので、踊り始

めるには時間が掛かるかもしれな

い。教師が踊って見せることで、

やってみようという気持ちがもて

たらいいな。 

・教師が楽しく踊って

いる姿を見せる 

一緒に 

踊ろう 

 

・ショーをするために必要なものに

気付けるような言葉掛けをする 

・周りの子どもが友達の考えに気付

けるような言葉掛けをする 

 教師が、子どもが踊っていないからと踊りを

終わるのではなく、教師の踊りを見ている姿も

受け止めることで、子どもが自分からやってみ

ようとする遊びにつながった。 

 E児の「ショー

みたいにしたい」

という思いを受

け止め、周りの子

どもに知らせた

ことで『ステージ

づくり』という遊

びの環境を自分

たちでつくって

踊る遊びにつな

がった。 

 

いくつか曲

があること

で、友達とど

の曲にするか

を話したり、

よりダンスを

楽しんだりし

てほしい。 

次はどの曲

にする？ 

 

・子どもの興味

に応じて、曲

を準備する 

 曲を選ぶことが

できるようになる

ことで、友達と次

はどの曲にする

か、曲の順番を話

し合いながら遊ぶ

姿につながった。 

虫探しを通して（Ⅰ期） 

泡遊びを通して（Ⅱ期） 

遊びが広がったり深まったりした 
教師の援助と環境構成 

・いつでもダンスの遊びができる環境 
・遊び始めるきっかけとなる教師の関わり 
・子どもの思いに周りの子どもが気付けるよう
な言葉掛け 
・子どもの思いを実現できるような具体的な言
葉掛け 
・子どもが自分で選択したり、友達と話し合っ
たりできる環境 

楽しそう

だな 

 

ショーみた

いにしたら

いいんじゃ

ない 

年長さんみたいな長

い網が欲しいな 

セミはバッ

タを食べる

から一緒に

入れよう 
・近くで虫探しをしている

年長の姿を知らせる。 

年長児に教えてもらった

ことをきっかけに、虫を育て

ることにも興味をもってほ

しいな。 

遊びが広がったり深まったりした 

教師の援助と環境構成 

・子どもが自分で考えることがで

きるような言葉掛け 

・子どもの目につく場所に、虫か

ごのある環境 

・他学年への気付きの促しと、周

りの姿が分かるような言葉掛け 

 

さっと開けたらすぐ

閉めるねんで 

中に虫がいるか

ら、かごを開け

ると逃げてしま

う 

どうしたらかごの中に

入れられるかな 

教師の手助けなしで、何

か方法を考えられないか

な。年長の虫を探す姿を見

てきたことを生かせない

かな。 

教師がすぐに方法を提示するので

はなく、周りの様子を知らせたこと

で、年長児の姿に気が付くことにつな

がった。真似て遊ぶことで、かごに草

を入れたり、虫の捕まえ方を工夫した

りする遊びにつながった。 

 

 

年長さんが葉

っぱいっぱい

入れてたで 

バッタが可哀そう

だよ 

年長児の姿を真似

るようになってきた

ので、Ｂ児が以前か

ら捕まえたかったセ

ミを年長児も捕まえ

ていることを知らせ

てみよう。 

 

 繰り返し虫探しをすることで、探

して捕まえることから育ててみたい

思いをもち、育てるにはどうしたら

いいかを考えながら虫と関わる遊び

につながった。 

今までは、繰り返し虫を捕

まえることを楽しんでいた

が、捕まえるうちに、育てる

ことにも興味をもっている。

ここは子どもたちの思いを

最後まで聞いてみよう。 

・捕まえた虫の入ってい

るかごは、子どもたち

がいつでも触れられる

ように、手の届くとこ

ろに置いておく。 

・泡だて器を準備し教

師が泡だて器を使っ

てフワフワの泡をつ

くって見せる 
・水の量を自分

で調整しなが

ら泡をつくる

ことができる

ようにスポン

ジに水を含ま

せたものを用

意する 

教師が泡をつくって見

せることで、もっとフワ

フワの泡をつくりたいと

いう意欲につなげたい。 

泡をもっと大き

くするのに泡だて

器が欲しいな 
 スポンジをギュ

ッギュッてしたら

泡がいっぱいでて

きたよ 

わー富士山み

たい！ツンツン

してる 

泡のきめの細かさや

硬さに気付き友達と一

緒に泡をつくることを

楽しんでほしいな。 

 

泡の感触を味わった

り、泡をつくる楽しさを

感じたりしてほしいな。 

クリームみたいで

おいしそう！ケーキ

ができそうだな。 

E児はショーをしたい

という思いをもっている

ようだ。ステージをつく

って踊るという遊びに広

がっていくのではないだ

ろうか。周りの子どもに

も投げ掛けてみよう。 

 

Ａ児のケーキのクリーム

に見立てたアイデアが周り

の子どもにも伝わるといい

な。 

・子どもの思いに共感し、ご

っこに広げられるよう、お

玉、コップ、スポンジを準

備する。 

・ごっこに必要な物を自分た

ちで考えられるような言葉

掛けをする 

遊びが広がったり深まったりした 

教師の援助と環境構成 

・子どもの思いや発見を受け止め、周りの子どもたち 

に伝える言葉掛け 

・道具が必要なタイミングの見極め 

・いろいろな道具を使いながら、試したり工夫したりし 

て遊べる環境 

・子どものつぶやきを捉え、子どもの思いが実現でき 

るような用具 

泡づくりをもっとしたいと思うタイミン

グで道具を出すことで、泡をつくることを

存分に楽しみ、満足感や達成感を感じるこ

とが、もっといっぱいつくりたいという気

持ちにつながった。 

 

子どもの思いを捉え環境を再構

成することで、泡をクリームに見

立て、ケーキやアイスクリームな

どとイメージを膨らませてつくる

ことを楽しみ、お店屋さんごっこ

へと遊びが広がった。 

 



遊びの育ちを追って（５歳児） 

 

 

川づくりを通して（Ⅱ期） 

リレー遊びを通して（Ⅲ期） 

遊びが広がったり深まったりした教師の援助と環境構成 

・子どもと一緒に遊びの方向性を徐々に定め、時にはその

方向性を整理したり、確認したりする機会をもつ 

・子どもの気付きや思いをまわりの子どもに知らせたり、

伝えたりするための言葉掛け 

・自分で予想し、繰り返し試したり工夫したりできる場 

   
子どもが遊びの楽しさ、おもしろさを

感じている姿を子どもの言葉で 

 

教師の思い 

遊びが広がったり深まったりした教師の援助と環境構成 

・いつでも使うことができる用具 

・自分たちで整えることができる遊びの場 

・遊びを共有し、気付きや困ったことをもとに、ルールやより

楽しくなる方法を話し合う機会 

・話し合いの場で、友達の様々な思いを知ることができるよう

な促し 

・子どもの気付きや思いを実現できるように、教師も

一緒に考えたり、遊んだりしながら支えていく 

始めは、それぞれの楽しさやおもしろさの中

での遊びだった。しかし、教師と子どもが一緒

に遊びの方向性を明確にしていくことで、同じ

思いや目的をもった遊びとなっていった。 

 遊びの育ちの捉え 環境構成・再構成・教師の援助 

自分たちがイメージするようには船が動かなかった

という体験も必要だな。次はどの様にして遊ぶか、何

が必要かを考える姿を見守りながら、次につなげてい

くための援助を考えていこう。 

 

どろんこ、気持ちいいな 

水や泥の性質や、感触を楽しみながら

遊んでほしいな。また、その中での気付き

が、遊びの広がりや、友達とのつながりの

きっかけになるよう支えていきたい。 

どうしたら、船が水に

浮くのだろう？ 

船の底が、川の底にくっつい

ていなかったら、船は進んで

いくと思うんだけどな 

Ａ児が喜びやおもしろさを感じていること

を、教師が言葉で表現することで、遊びの方向

性を明確にしよう。また、その言葉が、周りの

友達と、遊びのイメージや、遊びの楽しさやお

もしろさを共有するきっかけになればいいな。 

 

風の力で動かしてみよう！ 

勢いよく水を 

流してみよう！ 

泥だんご 

つくろう 

川をもっと大きく 

しよう！ 

船が動いた！ 

・子どもの気付きや思いを、周りの友達に知

らせたり、伝えたりできるように支える 

・友達や教師とのやり取りの中で、遊びの方

向性を明確にし、イメージが共有できるよ

うにする 

もっと川を深く

してみる？ 

泥で水の流れを１回

止めて、勢いよく水を

流してみたいんだ！ 

・それぞれの子どもが、自分にと

っての楽しさやおもしろさを

感じながら遊ぶことができる

よう見守る 

 

  共通のイメージや目的をもち、思いを

実現させるために、友達と一緒に、試した

り工夫したりする楽しさやおもしろさが

感じられる遊びとなっていった。 

一緒に走った友達

に負けちゃった… 

・好きな遊びの中で、繰り返し楽しめる環境を整える 

・いつでも遊び始められるよう必要な用具を準備してお

き、自分たちで遊びの場を整えられるようにしておく 

・遊びの振り返りを通して、遊びの内容、子どもの思い

や気付きを、友達と共有できる機会を持つ。リレー遊

びに気持ちが向きにくい子どもも、遊んでみたいと思

えるようなきっかけをつくっていく 

リレーしよう！ 

遊びの中の気付きや困ったことを

共有し、みんなでルールを考えた

り、次につなげていくための具体的

なアイデアを出し合ったりできるよ

うに支えていきたいな。 

はい！！ 

次は任せ

たよ！ 

・友達の話を聞いたり、自分の思いを自分の

言葉で伝えたりする姿を丁寧に支え、積み

重ねていく 

・話し合いの場面では、走ることが苦手な友

達の思いも聞くよう促し、いろいろな友達

の気持ちを知ることができるようにする 

勝って嬉しい、負けて悔しいと

いうように、競い合う中で様々な

気持ちを味わった。また、いろい

ろな友達の姿や思いを知ること

で、受け止めたり認めたりしなが

ら、一緒に遊ぶ姿が見られるよう

になった。そして、自分の力を出

し切って友達と競い合うことを楽

しむ遊びとなっていった。 

・遊んだ後は、クラスで遊びを振り返る機会を設ける 

 

負けないぞ！ 

頑張れ！！ 

・勝った嬉しさは、さらに次の意欲へ、負けた悔しさ

は、次、勝つために必要なことを考えられるように

つないでいく。 

 

やったー！ 

勝った！！ 

 負けたからおもしろくないという気持ち

を、次にどのようにつなげていけばよいか

な。繰り返し遊ぶ中で、勝ち負けどちらの

気持ちも味わうことが必要ではないかな。 

負けたから 

面白くないな… 

いろいろな友達と関わりながら、

ルールのある遊びの楽しさや、競い

合うおもしろさを経験して欲しい。

まずは、好きな遊びの中で、エンド

レスリレーを投げ掛けてみよう。 

勝負に気持ちが向いて

いるのであれば、勝敗が

明確にわかるリレーを通

して、競い合うおもしろ

さを感じられるようにし

てみてはどうだろうか。 

友達にどんどんバトン

をつないでいこう！ 

繰り返し遊ぶことで、楽しさやおもしろさを見出す

ことができた。また、自分たちで遊びの場を整えたり、

ルールをつくったりしていくことで、さらに自分たち

の大好きな遊びになっていった。 

自分の番が来たら、 

ドキドキしちゃうな… 

走るの得意だから、早く

走って次の人にバトンを

渡せるようにするよ！ 

走る順番は

どうする？ 



 

遊びの育ちを追って（遊びが広がったり、深まったりしなかったと教師が捉えた事例） 

  

 日頃、実践記録を取る際には、教師の援助や環境構成が幼児の思いや活動に合った実践を記録すること

が多かった。しかし、遊びが広がったり深まったりした要因を探るためには、教師の援助や環境構成が幼児

の思いとすれ違ったと教師が捉えた事例をもとに、何が原因だったのか、その他の手立てとしてどのよう

なことが考えられるかを話し合う必要もあるのではないかと考えた。そこで、あえて広がったり深まった

りしなかった実践記録を取って話し合う機会をもつことによって、遊びが広がったり深まったりするため

の援助や環境構成を探ることにした。 おばけの家づくりを通して（３歳Ⅳ期） 

黒ポリ袋を持って藤棚の下に行
き、「最近、お化けがよく遊びに来
るから、お家をつくってあげよう
と思ってね」と投げ掛ける。 

 

「どうしようかな？こんなの使おう
と思ってるんだけどね」と、風を受
けるようにポリ袋を広げて見せる。 

 

 「じゃあ、長くしてみよう」
と、目の前で切り開く。 

 

「かくれんぼ」で遊ん
でいる時に「お化けの
お家に隠れよう」と誘
い掛ける。 

 

「どこに付けるのがいいか
な？」と思いを訊く。 

 
昨日の状態から手を加
えず、様子を見る。 

 

「Ａもする」 
「Ｂちゃんも手伝うわ」 
「どうするの？」 

 

ポリ袋の動きに見入る。 
「上からしたらいいんち
ゃう？」「長くしよう」 

 

「何してるの？」と、他児がやってくる。 
「お化けのお家、つくってるねん」 
「やりたい」 

 

「もっと付けよう」と、Ｂ、Ｅ児
は新しいポリ袋を柱に付けたり教
師が付けたポリ袋同士を自分でテ
ープどめをしていく。 

 

「ここにして」「ここに
付けて」と、ポリ袋を持
って来る。付けてもらう
とＡ、Ｃ、Ｄ児はすぐに
その場を去ってしまう。 

 

Ｇ、Ｈ児がやって来て動く
ポリ袋の間を走った後「何
してるの？」と尋ねる。そ
の後、ポリ袋同士や柱にテ
ープどめをする。 

 

Ｆ児は「お化けがいる
ー」と、手でポリ袋の
動きを止めようとした
り動くポリ袋を追い掛
けたりする。 

 

お化けの家
に隠れにい
く子どもが
いる。 

 

教師同士の話し合いから 

イメージを共有して遊んでほしい 
どんなイメージ？ 

お化けの家づくり？ 

自分がお化けに

なる遊び？ 

 

おいかけっこを楽しんで

いるから今度はごっこに

つながらないかと思って 
だったら自分がお化けになっ

た方が楽しめたのかも？ 

暗い場所をつくった方

がごっことして楽しめ

たのでは？ 

話し合いから見えてきたこと 
教師が漠然とした思いで遊びを提案してしまった

から、遊びが継続しなかったのでは？ 

なぜ、ポリ袋を使ったの？ 

ゆれる動きがお

化けのイメージ

に合うのではな

いかと思ったの 

 

ゆれる動きなら自分がお化けに

なった方が楽しめたかも？身に

付けるものをつくることも遊び

が広がるきっかけになるかも？ 

 

家なら、 

囲いたくなるので

はないのかな？ 

 

話し合いから 
   見えてきたこと 
どういう遊びにつなげた

いのかがあいまいだったか

ら、子どもも遊びの楽しさを

感じにくかったのでは？ 

 

お化けの家をつくろうと思った教師の思いは？ 

お化け屋敷のイ

メージではない

お化けの家にし

たかったの 
遊びが広がったり深まったりするための教師の援助や環境構成 

遊びが広がったり深まったりする要因 他に考えられる活動の広がり 

・子どもの遊びの読み取り 
・教師がどのような遊びにつなげたいと 
思っているのかの明確さ 

・教師の遊びに対する漠然とした思いの 
具体化 

・暗くなる環境でのお化けづくり 
を楽しむ 

・追いかけっこの遊びを広げる 
・身に付けるものをつくって、お 
化けになることを楽しむ 

 

「かくれんぼ」で隠れ

ようとしたのはなぜ？ 
お化けの家に関わ

るきっかけにして

ほしかったの 

お化けから隠れた

かったのかな？ 

お化けになって

逃げたかったの

かな？ 

話し合いから見えてきたこと 
ごっこと追いかけっこ、どちらの遊びの方向にいくのかがあ

いまいだったから、家を遊びに取り入れにくかったのでは？ 
 

（教師の援助、環境構成） 

（幼児の活動） 

  
担任の思い 他教師の意見 

昼食の時間になり、片
付けると、その後、誰
もお化けの家で遊ぶ様
子は見られない。 

 

他の場所で遊
んでいる。 

 

かくれんぼが終わると
他の場所に遊びに行っ
てしまう。 

 



 

２年次の研究の成果 ３年次に向けて 

・遊びの変容がもっと 

分かったらいいな 

２年次の成果と課題 

・遊びが広がったり、 

深まったりする中での 

子どもの育ちを捉えて 

いこう 

・教師が「遊び」や「遊びの

楽しさ」を知ることが大切

ではないか。 

・教師の援助や環境構成によって遊びが

どのように広がったり、深まったりす

るかを明らかにした。 

・遊びが広がったり、深まったりした要

因を教師の援助や環境構成に視点をあ

て、具体的に探ることで、各年齢によ

っての援助や環境構成の違いを明らか

にした。 

・「遊びに生きる子どもの姿」を見直すこ

とで、遊びに生きる子どもの姿は日々

の生活の中で少しずつ育まれていくこ

とを見出した。 


